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Format File Editor for MTO Reporting

はじめに

フォーマット・ファイル・エディタは、MTO レポート・フォーマット・ファイルの作成や編集する目的で開発さ

れました。このユーティリティのユニークな特徴は、操作性に優れたグラフィック・インタフェースを提供し

ていることです。図 1 を、参照してください。GUI によって、インデックスやデータ･タイプを調べるための

Report Manager Reference Guideは、必要ではなくなりました。

このユーティリティによって、MTOレポート･フォーマット･ファイルの作成時間が大幅に短縮されます。

このユーティリティは、レポートのグラフィック・レイアウトを提供します。このように、フォーマット・ファイル

によって作成される最終的なレポートが、どのようにレイアウトされるかを視覚的に確認することができ

ます。GUI は、66 列/132 行で構成され、再下段にはカレントの列 /行のインデックスが表示されます。ア

プリケーションのコア機能は、レイアウト・ウィンドウ内でフィールドをドラッグ＆ドロップ可能なことです。

また、テキスト･エディタを使用して作成したレポート･フォーマット･ファイルを、このレイアウト･ウィンドウ

内にドラッグ＆ドロップすることも可能です。

図 1 － フォーマット･ファイル･エディタの GUI
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セットアップ

このユーティリティのセットアップは、非常に簡単です。MainFmt.exe、ownd.dll、そして pdreport1.txt

の 3つのファイルを、同じディレクトリにコピーします。プログラムの実行ファイル MainFmt.exeを起動す

ると、ユーザ･インターフェースが表示されます。

GUI機能

グラフィカルなユーザ･インターフェースには、File、View、Pageの 3つのメニューとHelp が用意されて

います。

用意されているこれらのメニューから、以下の機能を使用することができます。

l Fileには、New、Open、Save、Save as、Print preview、Print Set up、Print format file そして

Exitの 8つの機能があります。

l Viewには、Source、FormatそしてReport typeの 3つの機能があります。
□ Sourceは、テキスト･フォーム内にフォーマット･ファイルを表示する場合に使用します。

□ Formatは、色、フォント･タイプ、そしてフォント･サイズを設定する場合に使用します。

□ Report type は、レポート・タイプを設定する場合に使用します。たとえば、レポート･タイプ 689

は、Piping Component MTO Reportです。

l Pageは、Insert a Page Before、Insert a Page After This Page、Delete This Page、First Page、

Page n、Last Pageの 6つの機能があります。この機能を使用して、ページの挿入 /削除、あるい

は他のページへの移動が行えます。

l Helpは、このソフトウェアの情報が表示されます。

すべてのフィールドは、フィールドの定義名あるいはインデックス名を表示したボックスで表示されていま

す。図 2を、参照してください。このボックスの長さは、レポートを作成した際のフィールド長に対応してい

て、マウスの右ボタンを使用してボックスの長さを調節することができます。このボックスをダブル･クリッ

クすると、Field Propertiesウィンドウが表示されます。この Field Propertiesウィンドウを使用して、カレ

ントのインデックスのフィールド長、データ･タイプ、フィールド･タイプ、あるいはその他の属性を修正する

ことができます。

図 2 － フィールド定義ボックス
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9つのボタンが、ツールバーに用意されています。図 3を、参照してください。

図 3 － ツールバー・ボタン

最初のページへ移動する場合に使用します。

前のページへ移動する場合に使用します。

次のページへ移動する場合に使用します。

最後のページへ移動する場合に使用します。

既存のファイルをオープンする場合に使用します。

カレントのファイルを保存する場合に使用します。

フォーマット･ファイルを印刷する場合に使用します。

テキスト･フォーム内にフォーマット･ファイルを表示する場合に使用します。

フォントの色やサイズを変更する場合に使用します。

GUIの左側は、列番号 1～66を表示しています。図 4を、参照してください。

図 4 －列番号が表示されるGUIの左側部分

図 4では、いくつかの列が同じ番号であることに注意してください。これらは、1つのロジカル列を含むフ

ィジカル列です。ロジカル列は、複数のフィジカル列に分割することができます。この機能は、フィールド

のオーバーラップが発生したときに有効です。フィジカル列を挿入するために、カーソルを GUIの左側へ

移動し、マウスの右ボタンを選択します。表示されるリストから、カレントの列の前に挿入する場合は

Insert Physical Row Before This Rowを、カレントの列の後ろに挿入する場合は Insert Physical Row
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After This Rowを選択します。さらに、いくつかの異なるタイプのボタンが、図 4では示されています。こ

れらのボタンの機能は、以下のようになります。

このボタンは、追加コントロールをオンにする場合に使用します。追加コ

ントロールを ON にするために、マウスをカレントの列の左側へ移動し

右ボタンを選択します。表示されているリストから、Set Appending ON

を選択します。これは、field_functionナンバー7に似ています。

このボタンは、追加コントロールをオフにする場合に使用します。追加コ

ントロールをOFF にするために、マウスをカレントの列の左側へ移動し

右ボタンを選択します。表示されているリストから、Set Appending

OFFを選択します。これは、field_functionナンバー8に似ています。

このボタンは、アウトプット・フィールドのループを開始する場合に使用し

ます。アウトプットフィールド・ループを開始するために、マウスをカレント

の列の左側へ移動し右ボタンを選択します。表示されているリストか

ら、Start Output Field Loopを選択します。これは、field_function9に

似ています。

このボタンは、アウトプット・フィールドのループを終了する場合に使用し

ます。アウトプットフィールド・ループを終了するために、マウスをカレント

の列の左側へ移動し右ボタンを選択します。表示されているリストか

ら、End Output Field Loopを選択します。これは、field_functionナン

バー10に似ています。

マウスの右ボタンを選択し、Edit オプションを選択することによって、フィールドのコピー、カット、貼り付

けを行うことができます。

図 5は、Field Propertiesフォームを示しています。このフォームは、フィールドのボックスをダブル・クリ

ックすると表示されます。このフォームで、フィールド・ファンクション、フィールド長、フィールド・タイプ、デ

ータ・タイプ、1ページの列数、そしてとこれらの列間の間隔を設定することができます。Field Definition

ボタンを選択すると、フィールド定義のドロップ・ダウン・リストが表示されます。表示されているリストから、

レポートする項目を選択することができます。図 6 を、参照してください。フォーマット・ファイル・エディタ

によって、レポートに必要なインデックスを設定するために PD_Reportのドキュメントを参照することなく、

レポート・フォーマットを編集することができます。

例:

例として、ボルトの総重量をフィールド長が 5、配置位置が 13列 50行のフォーマット・ラインを設定しま
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す。

これらのステップを、以下に示します。

1. 2ページへ移動します。

2. GUI の再下段に表示される列 (Row)、行(Column)を参照しながら、マウスを 13 列 50 行へ移動し

ます。

3. マウスの右ボタンを選択します。

4. 表示されているリストから、Page Field > Output Fieldを選択します。指定した位置に、フィールド

のボックスが表示されます。

5. このボックスをダブル・クリックすると、Field Properties ウィンドウが表示されます。このフォームで

は、アウトプット・フィールドの Field Functionのデフォルト値は、4です。

図 5 －Field Propertiesフォーム

6. フィールド長の値を、5に設定します。出力結果を前詰めにする場合には、‘Truncate Field’ボタンを

選択します。

7. Field Definitionボタンを選択すると、アウトプット・フィールドのリストが表示されます。

8. リストから、Bolts>Bolts>Total Bolt Weight(weight of nuts, bolts, washers, etc.)を選択します。プ
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ログラムは、Field Definition ボタンの右のテキスト・ボックス内に、自動的にインデックス BX22 を

配置します。

9. ページごとの列数(Rows/Page)と列間のスペース(Spacing)を設定します。例えば、1 ページに 45

列、3列間隔の場合には、列数 (Rows/Page)が 45、列間のスペース(Spacing)が 3になります。

10. OK を選択すると、Field Properties ウィンドウを終了します。プログラムは、定義されたフィールド

長にフィールドのボックスを自動的に調節し、ボックス上にボルトの総重量のインデックスを表示し

ます。

11. 設定したフォーマット・ファイルを参照するために、Viewメニューの Sourceを選択します。設定した

フィールドは、4,13,50,-5, 5 ,2,BX22,45,3で定義されています。

Field Definitionボタンをマウスの左ボタンで選択すると、フィールド定義のリストがポップアップ表示され

ます。図 6を、参照してください。表示されているリストから、レポートへ出力する適切なインデックスを選

択することができます。レポート内でハードコードされたテキスト・エントリを作成するために、 Field

Definition ボタン右のテキスト・ボックスへ、実際のテキストを入力しなければなり褪せん。このテキスト

は、シングルクォート(‘)で囲み、そして Field Typeを1に設定しなければなりません。

図 6 － Field Definitionボタンの操作


